
 

 

 

 

 

 

 

 

NO.８からのつづきです。参加者からの感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.10分科会特集号につづく 

 

 

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２４．７．７        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO. ９ 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

・知らなかったことを知ることができました。教職員自身が知らなければならないと 

思いました。 

・過去・現在・とてもよくわかりました。未来を考えることが正に戦争準備をしている 

この国ではとても厳しいですが、どんなに酷い状況になっても、「勝つまで戦い 

続ける！」という李さん達の言葉を胸にがんばります。  

・朝鮮学校の現状をはじめて知りました。日朝親善のかけ橋になっている方達にあまりにもひどい差別、信 

じられませんでした。私たちには何ができるか、とても考えさせられました。職員や児童生徒にもこのことを 

伝えたいと思いました。いつも美味しいキムチとチャンジャいただいています。それぐらいしかできませんがま 

わりの人にも伝えてみんなで買っていきます。 

・知らないことを知ろうとすること、知ることが大切だと思いました。「私たちが 

歴史の証拠」という言葉、心に残ります。そのことをしっかりと伝えていきたい。 

学校の職員研修、地域の市民研修、企業の研修などでも、こんな機会が増え 

ていくこと期待します。もっとみんなが知らなければ、もっと自分も学ばなけれ 

ば、と思います。 

・朝鮮学校の教員の方から直接学校の実態を伺い、日本人の中で無意識に潜在化している当該校への偏

見のおかしさに改めて気付きました。同じ日本に在る学校で義務教育学齢に達した児童・生徒が実在して

いるのに、日本の学校と同様の補助が出ないのはおかしいと思います。実際に朝鮮校を見学してみたいと

思います。日本の学校同様、目を輝かせて学ぶ若い世代の方の息吹が在るでしょうから。 

・知らなかったことが多くて、とても興味深く聞くことができました。知ることができて良かったです。 

・どの映像も心打ち、話のひとことひとことが胸につきささりました。まず決意したのは、今日の李さんの話の

全部を受け止めたいということです。私たちの平和学習が問われていると感じたのは、私たち自身が戦争

や過去の植民地を忘れぬがための「平和教育の学び舎」としてウリハッキョを必要な存在としてはあまりに

遠くに置いていたことです。今後も同じ子どもたちを守りぬくために共にがんばりたい。 

・朝鮮学校の支援の少なさに驚きました。また、朝鮮学校への偏った見方をしている人が社会に一定数い

るのがもどかしく感じたし、政治的な部分も含めて非常に難しいと感じました。 

・今日の講話を聞き」、私が感じたことは、恥ずかしさでした。朝鮮学校では子どもたち自身のアイデンティ

ティを歴史的な事実も含めてきちんと知り、学んでいるのに対し、日本の政治や市民の一部は、事実もなか

ったこととして認めず、自らの無知をヘイトにして表現している。 

今日の講演を聴いて、私は学び、伝えられる人でありたいと 

思いました。今後も勉強していきたいですありがとうございました。 

 


